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新年度

院長からのご挨拶
　

春
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
が
少
し
で
も
明

る
い
年
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
は
や
や
落
ち
着
き
を

見
せ
て
い
ま
す
。
社
会
の
対
応
も
徐
々
に
緩

や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
勿
論
油
断
は
出

来
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

続
き
、
二
月
に
は
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
が

あ
り
、
極
め
て
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
社
会
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
す
が
、
周
り
を
見
る
と
桜
は
美
し
く
咲
き
、

草
花
は
変
わ
ら
ず
そ
こ
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

社
会
が
一
刻
も
は
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
不
安
定
、不
透
明
な
社
会
で
あ
っ

て
も
、
当
院
は
「
い
か
な
る
状
況
下
で
も
人

間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
り
ま
す
」

と
い
う
日
本
赤
十
字
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
も
と
に
「
地
域
に
質
の
高
い
医
療
を

提
供
す
る
」
理
念
を
果
た
す
べ
く
日
々

努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、①
地
域

医
療
支
援
病
院
、②
基
幹
・
地
域
災
害

拠
点
病
院
、③
次
世
代
医
療
人
の
育
成
、

の
三
つ
を
、
理
念
を
果
た
す
た
め
の
当

院
の
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

で
は
救
急
医
療
、
が
ん
診
療
、
周
産
期

母
子
医
療
が
三
つ
の
柱
で
す
。
救
急
医

療
は
「
病
院
の
総
合
力
」
と
「
職
員
の

献
身
的
な
使
命
感
」
を
必
要
と
す
る
領

域
で
す
。
当
院
は
北
信
地
域
の
三
次
救

急
を
担
う
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て

「
断
ら
な
い
救
急
」・「
救
急
診
療
の
質

の
向
上
」
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
二
〇

二
二
年
一
〜
一
二
月
の
救
急
車
・
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
搬
送
は
計
七
四
一
九
件
で
、

救
急
車
応
需
率
は
9
8　

2
4
％
で
し

た
。
特
に
、
循
環
器
救
急
・
脳
神
経
救

急
で
は
医
師
が
2
4
時
間
3
6
5
日
院

内
に
常
駐
し
て
い
る
体
制
を
と
っ
て
お

り
ま
す
。
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
は

T
A
V
I
（
経
皮
的
大
動
脈
弁
置
換
術
）

実
施
施
設
を
整
備
し
、
二
〇
一
九
年
七

月
か
ら
本
年
二
月
ま
で
に
1
5
8
例
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
院
は
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
手
術

装
置
な
ど
の
高
度
な
治
療
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。
開
設
後
二
十
六
年

を
迎
え
た
骨
髄
移
植
セ
ン
タ
ー
は
全
国

レ
ベ
ル
の
優
れ
た
成
績
で
す
。
ま
た
、

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
母
体
搬
送
・
新
生
児
特
定
集
中
治

療
室
と
の
連
携
に
よ
り
、
妊
婦
と
新
生

児
の
二
つ
の
大
切
な
命
を
守
っ
て
い
ま

す
。
平
成
三
十
年
度
に
L
D
R
（
陣
痛
・

分
娩
・
回
復
室
）
の
整
備
と
分
娩
室
の

改
修
を
行
い
、
よ
り
整
備
さ
れ
機
能
的

な
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
は
き
わ
め
て
重
要
な
病
院

の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
基
幹
型
医

科
・
歯
科
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
多
く

の
研
修
医
を
育
て
、
更
に
は
医
学
生
・

多
職
種
の
学
生
も
多
数
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
現
在
ま
で
に
二
三
一
名
が
当
院
で

医
師
初
期
臨
床
研
修
を
修
了
致
し
ま
し
た
。

　

新
病
院
建
設
に
つ
い
て
、
昨
年
十
月
末

に
日
本
赤
十
字
社
本
社
の
承
認
を
得
、
本

年
二
月
に
は
長
野
市
と
の
間
に
建
設
予
定

地
お
よ
び
財
政
援
助
に
関
す
る
包
括
基
本

協
定
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
い
よ
い
よ
基
本
設
計
に
進
み
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
、
各
医
療
機
関
の
皆
様
、

医
師
会
、
行
政
な
ど
と
広
く
意
見
の
交
換

を
し
な
が
ら
、
新
病
院
建
設
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
赤
十
字
病
院
は
こ
れ
か
ら
も
地
域

住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
基
幹
病
院
と

し
て
「
診
療
の
質
の
向
上
」
と
「
医
療
連

携
」・「
療
養
環
境
の
改
善
」
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
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〇
二
三
年
四
月
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